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 「苟新」という言葉をご存じですか？ 

 「コウシン」と読みます。見慣れない文字で

すし、聞き慣れない言葉ですね。 

 明治６年３月、池田町屋村に多治見市立池田

小学校の前身である学校が創立されました。こ

の学校の名前を池田町屋村立苟新学校といい

ます。 

池田町屋村の人々は、中国の古い書物である

「大学」の一節「苟日新、日日新、又日新（苟 

（ まこと ） に日に新たに、日々に新たに、

また日に新たなり」より採って「苟新学校」

と名付けました。当時の

池田町屋村の方々の教養

の高さと、学校教育にか

ける熱い思いや期待が伝

わってきます。 

 この「苟新」という言葉

は、池田小学校の私たちに

とっては歴史の中に残る

古い名前ではなく、建学の

精神として現在に生きて

います。 

 

 かつて精華小の音楽室に「学ぶこととは、変

わること」と掲示してありました。正確な言葉

までは覚えていませんが、学びは変化すること

と言い切った言葉は、若かった私には新鮮であ

り強く心に残っています。 

 学習によって、知らなかったことを知り、で

きなかったことができるようになることは、ま

さに変化することです。学習することで自分を

どんどん変えていくことができる。なんて素敵

なことでしょう。私たちの周囲には、学ぶこと

はどれだけでもあります。つまり自らを変化さ

せるチャンスは無限であるということです。そ

のことに気付いて、自ら挑むことが大切ですよ

ね。しかし、その「学習は変化するということ」

を、私たち教職員は意識して児童生徒の指導に

当たっているでしょうか。児童生徒に意識させ

るような指導をしているでしょうか。 

 

今後２０年間で現在ある職業の約半分はな

くなると予想されています。大きく変化する世

の中にあって、自ら求めて努力して学ぶことは、

より幸せな人生を築いていくために必要不可

欠なことでしょう。学ぶべきことはそれぞれの

職業や立場、その時々に直面する問題や課題に

よっても尽きることはないでしょう。そして、 

自分の問題や課題解決のための学びによって、

人生は大きく変化するのだと思います。人生を

大きく Change する Chance に Challenge す

ることの重要性は今後ますます増してくると

考えられます。 

  

私たちは教師として、日に日に新たな学び

の中で、自らを常に変化させ成長させ続ける

人でありたいと思います。そして、自ら求め

て学び続ける次の世代を担う子どもたちを、

育てていきたいと思います。 

 

「苟新」の像 
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● 夏休み得意セミナー  

今年度も夏休み子ども得意セミナーを開催

しました。開催講座数は１８、申込み総数のべ

１２３６名、受講者は４４９名でした。 

講座のなかに、今、注目の「将棋！」＜初級

講座＞と＜中級講座＞があります。それぞれ２

日間行いました。今年度は藤井聡太４段の人気

の影響からか募集定員２０名に対して、初級講

座は６３名、中級講座は３０名の申込みがあり、

それぞれ抽選により参加者を決定しました。 

 

 講座の２日目は、対局が行われ、子どもたち

が真剣に将棋を指す姿がみられました。 

参加した子どもの感想を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将棋以外の講座でも、子どもたちがいきいき

活動する姿が多くみられました。講師や補助講 

 

師を引き受けてくださった５３名の先生方に

改めて感謝いたします。 

 

● 教師塾セミナー 

教師塾セミナーは、幼稚園、小学校、中学校

の教員のニーズを考えた１４講座を開催しま

した。各園、学校からできる限りでの参加を働

きかけ、２２７名の先生方の受講がありました。 

特別支援教育の講座「やりがい発見！みんな

で笑顔！！特別支援学級はじめのいっ

ぽ！！！」では、多くの方が熱心に研修してい

ました。今年度は初めて特別支援学級の担任を

される方が多く、３人の講師の方の豊富な経験

にもとづく話に耳を傾けていました。 

 

研修後の感想の一部を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師塾セミナーに参加した多くの先生から、

その内容がたいへん良かったという感想をい

ただいています。 

 

時間割の組み方、とても参考になりました。 

４月から分からないことばかり…もっと早く知

っていればよかった！と思うことがたくさんあ

りました。今後に活かします。実践で楽しい授業

や SST（ソーシャル スキル トレーニング）を

教えていただきありがたかったです。健康の保持

の実践、ぜひ、まねしたいと思いました。 

中学校の知的学級の実践は体験や生活と結び

つけた楽しく役立つ指導で素敵でした。子どもた

ちの将来のことまで考えての指導を心がけたい

と思いました。…（一部略） 

 

平成２９年度 夏休み得意セミナー 

教師塾セミナーから 

 

はじめて詰め将棋ができたので良かっ 

たです。それに、将棋の対局がたくさん 

できて楽しかったです。でも負けた方が 

多かったから、たくさんやって強くなり 

たいと思いました。（初級講座 受講者） 

将棋についての定跡だけではなく、歴史、  

詰め将棋、必至など幅広く教えて下さり 

とても楽しかったです。大会（対局）で 

も他の人と考え方を交流できてとても勉 

強になりました。 （中級講座 受講者） 

 

－２－ 



教育たじみ 

 

 

 

 

 

 

 

７月１５日のわがまち多治見大好き講座は

「タイル博士になろう２０１７」と題してモザ

イクタイル生産量日本一のタイルのまち笠原

町にて行いました。 

4 つのグループに分かれて、以下の 3 つの内

容を学習しました。 

 ①タイル工場（カネキ製陶所）へ出かけ、原

料がどうやってタイルになっていくのか

実際に見学しました。ここでは、原料にさ

わらせていただくこともできました。 

 

 

 

 

 

 

 ②モザイクタイルミュージアムでは、展示物

を見ながらモザイクタイルの歴史を学び

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 ③笠原中央公民館ではモザイクタイルの貼

り加工を体験しました。ここでは、職人さ

んの話を聞いて、モザイクタイルがたくさ

ん作られていることを実感しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月３０日は「見て、聴いて、描いてふれる

多治見修道院」と題して、昭和初期に建てられ、

現在も美しい姿で市民に愛されている多治見

修道院にて行いました。 

 教会の方の案内で、大聖堂を見学したり、パ

イプオルガンの演奏を聴いたり、庭園を歩いた

りして、いいところをいっぱい見つけました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 その後、見つけたいいところを絵で表して、

修道院の魅力を家族や友達に伝えました。絵を

描くときには図工の先生からスケッチのこつ

を教えていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月 修道院 

土曜学習「わがまち 多治見 大好き講座」 

７月 タイル 
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１０月２６日(木)にバロー文化ホールにて

多治見市小学校音楽祭が行われました。 

｢多治見市の小学校の音楽教育の向上を目指

し、音楽学習の成果を交流する。｣こと及び「演

奏、鑑賞を通して、音楽的感動を味わわせる。」

ことを目的として、午前の部と午後の部に分け

て全ての小学校が合唱や合奏を披露しました。 

 

【午前の部】 
１ 南姫小学校４年生 

「聖者の行進」「いつだって！」 
２ 脇之島小学校４年生 
｢茶色の小びん｣｢シーラカンスをとりにいこう｣ 

３ 根本小学校４年生 
 「猫ふんじゃった メドレー」「友だちだから」 
４ 全員合唱「つばさをください」 
５ 養正小学校６年生 

 「Happiness」「Wish～夢を信じて～」 
６ 北栄小学校６年生 

 「この星に生まれて」「木星」 
７ 滝呂小学校６年生 

 「ラバーズ コンチェルト」「奇跡」 
【午後の部】 
１ 昭和小学校６年生 
｢ぶんぶんぶん｣｢ドラムマーチ｣｢大きな古時計」 
２ 市之倉小学校４年生 

 「子どもの世界」「小さな勇気」 
３ 池田小学校４年生 

 「僕らは大きな世界の一粒の命」 
 「風のメロディー」「歌のにじ」「豊年太鼓」 
４ 共栄小学校４年生 

 「It’s a small world」「地球の命」 
５ 全員合唱「つばさをください」 
６ 精華小学校４年生 

 「チャレンジ！」「ルパン三世のテーマ」 
７ 笠原小学校６年生 
 「My Own Road」「メモリアル メドレー」 
８ 小泉小学校６年生 

「ふるさと」「アラジンメドレー」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「多治見市の中学校の音楽教育の向上を目指

し、学習の成果を交流する。」こと及び「演奏

する喜び、鑑賞する喜びを通して、音楽的感動

を味わう。」ことを願って、１１月１０日(金)

にバロー文化ホールにて多治見市中学校音楽

祭が行われました。 

今年度から午後のみの開催となり、保護者の

みなさんに参観していただくことができませ

んでしたが、どの学校も素敵な合唱を披露しま

した。 

  

１ 全体合唱｢夢の世界を｣ 

２ 陶都中学校 ２年５組「青葉の歌」 

        ２年３組「ヒカリ」 

３ 南ヶ丘中学校２年２組｢翼をください｣ 

            「虹」 

４ 南姫中学校 ２年生 「大切なもの」 

            「心の瞳」 

５ 多治見中学校２年生 「空駆ける天馬」 

６ 北陵中学校 ２年２組「大切なもの」 

            「キミのもとへ」 

７ 小泉中学校 ２年５組「時の旅人」 

            「心の瞳」 

８ 平和中学校 ２年生 「時の旅人」 

          「今日は君の Birthday」 

９ 笠原中学校 ２年生 「時の旅人」 

            「輝くために」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校音楽祭 
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多 治 見 市 音 楽 祭 

小学校音楽祭 

全員合唱の様子 
学年合唱の様子 
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７月２１日に南消防署で普通救命講習及び

地域防災訓練の研修を行いました。 

 普通救命講習は、運転免許取得時や職場の研

修等で何度も受講している先生が多く見えま

した。戸惑いなく救命処置を施す姿や、真剣に

訓練する姿が頼もしく見えました。 

 午後の地域防災訓練は雨天のため実際に排

水機場などを見に行くことができませんでし

たが、スライドの写真を使って研修を行いまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「半 年 間 の 振 り 返 り」 

根本小学校 浅井 麻友  
私が学校に勤めはじめて、半

年が経ちました。先生達の忙し
さを毎日ひしひしと感じながら
仕事をしています。 
 まさか学校で働くとは思って
もおらず、毎日新鮮なことばか
りです。一般企業とは異なり、
多数の職種の人が働いていま 

す。支援員の方、校務員の方、配膳員の方、Ｓ
ＳＷ、スクールガードリーダーなど…先生以外
にも数多くの方の支えがあり、学校生活が成り
立っているということに気付きました。私も小
学生の頃、多くの方に支えられ楽しく過ごすこ
とができたと感じています。 
また、学校に事務職員は一人しかおらず、毎

日不安と忙しさで押しつぶされそうでした。そ
んな毎日の中で、周りの先生や近隣校の事務職
員の方に温かい言葉を掛けていただき、助けて
いただいて今があります。多くの方に支えられ
ていることを忘れず、先生や子ども達が過ごし
やすい学校環境を作っていきたいです。まだま
だ分からないこともありますが、日々成長でき
るように努力していきたいです。 

「感 謝 と 挑 戦」 

根本小学校 鵜飼 有子  

「もう一度、教員として勤め
たい。」退職して１０年、自分
の中にしまっておいた熱い気
持ちが沸いてきました。職場
の先輩、友人、家族等多くの
方に背中を押していただき、
再チャレンジすることになり 

ました。 
 そして、この春、２度目の初任者として、根
本小に勤務させていただくことになりました。 
知らない土地、わからないことばかりで不安だ
らけの毎日。「大丈夫？」「お子さんはどう？」 
仕事のことだけでなく、家族のことも気にかけ
て声をかけてくださる職場の先生方。「先生！
あのね～」「きのう家でね～」毎日、いろいろ
な表情で元気な声をかけてくれる子どもたち。 
みなさんに支えられ、力を分けていただき、今
日までやってこられました。本当に感謝！の毎
日です。 
これからも、いつも感謝と挑戦の気持ちを忘

れず、毎日を大切に生きていきたいと思いま
す。 

初任の先生の紹介 

「６ ヶ 月 を 振 り か え っ て」 

北栄小学校 小栗 茜  

養護教諭として働きはじめ、

６ヶ月が経ちました。期待と不

安な気持ちを抱きながらスター

トし、たくさんの先生方に助け

られながら充実した生活を送る

ことができました。 

今私が大切にしていること

は、「子どもの話をよく聞くこと」です。保健

室対応ではケガをした時の状況や問診など子

どもから聞く情報がとても重要になります。

「いつ・どこで・どのように」といった情報を

正確に知るために抽象的な聞き方ではなく、

「ズキズキする痛み？」など具体的な言葉で聞

くことに気を付けています。また体調不良で来

室する子の中には「教室にいきたくない。」な

どの心理的理由が隠れていることもあります。

子どもたちの背景にある気持ちにも気付ける

よう他の先生たちとの情報共有を大切にして

います。 

これからも先生方から学び、吸収し、感謝の

気持ちを忘れずに成長していきます。 

多治見市  
初任者研修 

初
任
研
で
の
救
命
処
置
の
様
子 
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「生 徒 と 共 に」 

小泉中学校 森下 勝史  

この春に多治見市の教員とな

り、半年がたちました。わから

ないことも多く、授業や行事で

忙しい毎日ですが、先輩の先生

方に支えられて日々過ごしてい

ます。そしてこの半年間、多く 

の生徒と一緒に過ごす中で、２つのことを学び

ました。 

１つ目は授業の大切さです。授業のねらいや

構成について日々考え、実践していますが、そ

の土台となるのは生徒が学びに向かう意欲だ

ということを実感しました。１人１人が数学に

対する意欲をもち、前向きに取り組むことので

きる授業を目指していきたいと考えています。  

２つ目は、対話の大切さです。２年生の担任

となって、生徒との接し方に戸惑う場面もあり

ましたが、日々生徒と向き合い、話をしていく

中で、悩みや悔しさ、そして喜びや達成感を共

有することができました。 

忙しくても、失敗しても、常に生徒のことを

理解し、共に歩む気持ちを忘れることなく、自

分と生徒の成長につなげていきます。 

「生 徒 一 人 一 人 と 向 き 合 う」 

南ヶ丘中学校 水野 祥子  

４月から、１年生の学級担任
を務めています。その中で感じ
ることは、生徒一人一人に合う
支援方法は異なるということで
す。 

生徒は一人一人、性格や感じ
方、考え方が異なります。誰一 

人として、同じ生徒はいません。そのため、そ
の子がよりよい方向に歩むために必要な言葉
かけも、働きかけも、異なると思います。 

しかし、何がふさわしいのだろうと考える毎
日です。私にできるのは、一人一人をよく見て、
できるかぎり生徒を正しくつかむことです。 

 その中で気付いたことは、その子ならではの
よさや頑張りです。今私が教員として一番“幸
せだな”と感じることは、一人一人の頑張りを
間近で見届けられることです。 

今は未熟で、周りの先生方や保護者の皆さま
に力をお借りする日々です。早く、生徒が前進
していくための力を引き出せる存在になりた
いと思っています。今後も生徒一人一人と向き
合い、よさや頑張りを認め励ましていきたいと
思います。 

「試 行 錯 誤 の 半 年 間」 

小泉中学校 祖父江 奈緒  

教師になって半年が経ちま
した。授業が上手くいかずに
悩んだり、学級内のトラブル
対応が思うようにできず、時
には涙を流したり悩んだりす
る日々をくり返しています。 

しかし、「教師になってよかった！」と思え
る瞬間も沢山あります。私のクラスには、仲違
いを繰り返している男子生徒２名がいました。
この間、体育祭学級対抗競技である、「ハリケ
ーンダッシュ」の練習中、今まで重ねていた努
力が実り、最高記録を出すことができました。
そのとき、二人が恥ずかしそうにハイタッチし
て喜んでいたのです。思わず涙が出そうになり
ました。これからも試行錯誤の毎日で、思い悩
むことがあると思います。ですが日々の子供た
ちの成長を信じ、愛情を注いでいきたいと思い
ます。 
また私の学校には、親身になって話を聞いて

くださったり、アドバイスをしてくださったり
する先生方が沢山います。良い環境の中で働か
せていただけることに感謝し、自分自身も成長
していきたいと思います。 

「生 徒 と 共 に 学 ぶ 1 年 目」 

北陵中学校 廣瀬 翔太郎  

私が教員として働きはじめ、
はや 6 ヶ月あまりが経ちまし
た。副担任として、自分に何が
できるか考えながら過ごした 6
ヶ月でした。わからないことだ
らけで、失敗と反省ばかりの毎
日でもありました。特に担当を 

任された放送委員会では、４月はじめには役割
を確実に果たせない子どもの姿がありました。
それに対して委員会で子どもと共に話し合い、
出したアイデアをもとに活動することで、今で
は 4月に比べて、とても聞きやすい放送ができ
ています。 
子どもたちは日々成長しています。自分もそ

の成長にわずかながら関わっている喜びとと
もに、「自分ももっと頑張ろう。」という気持ち
が強くなりました。 
今は副担任ですが、担任として学級を任され

たときに、子どもの成長にもっと関われるよう
に、先生方の動きを見て、聞いて、ともに活動
することでたくさんのことを吸収し、1 日 1 日
を無駄にしないように、子どもと共に日々学び
続ける教師でありたいと思います。 
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